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論文内容の要旨
鼠癒および鼠癒菌の研究は、癒研究のモデルとして、いまもなお重要な意義をもっている口
著者は、マウスヘ人癒菌を接種した際、そこに増殖した菌が鼠癒菌であったという事実に端を発し、
マウスにおける鼠癒菌の潜在を皮下結合織の伸展標本法の技術を用いて追究した。このことによって
人癒菌を動物ヘ接種した際の実験成績の判定に資し、成績を解釈する上の混乱をさける一助としよう
としたものであり、また Rattus norvegics R. rattus alexandrinus，および R. rattus rattus 以外F
の鼠族における自然の鼠癒、ならびにその感染源についての知見を加えようとしたものである D
〔実験成績とその方法〕
検索に供した動物は、マウス684匹、ハムスター21、野鼠226、モルモット 4 、ウサギ 2 、ネコおよ
びサル各 1 頭である。
菌の検索方法として、皮下結合織より作製した伸展標本を用いたことが 1 つの重要な点である。す
なわち、マウスの大部分とハムスターおよび野鼠では主に背部皮下織から伸展標本をつくった。この
方法は抗酸菌の鏡検上広い部分の検索にはなはだ有利で、ある。各リンパ節および臓器では割面のスタ
ンプ標本をつくって抗酸菌を検査した。他の場合は組織をアルカリ処理・中和法あるいはダルメンド
ラ法 (0法)によるクロロホルム・エーテル集菌操作によって抗酸菌を検索した。
各材料とも鏡検上多数の菌を認めたものでは、 D 法によるものを除き、その材料についてさらに培
養と次代マウスへの接種を行なった。また、とくに実験操作中の抗酸菌の汚染をさげるため、使用容
器はすべてクロム硫酸溶液に浸漬し、クロロホルムは再蒸溜したものを用い、染色液も細菌濃過器に
よる鴻過済みのもの、など厳重に注意した。
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〔成績〕
1 .マウスは 4 カ所の生産地と 2 つの研究室から集めたものであるが、 SPF マウスを除き、それ
がいかに清潔に、そして行届いた管理のもとに生産、飼育されたものであっても、合計 554匹中85例
に皮下織の伸展標本において抗酸菌が見出された。抗酸菌の潜在の有無はマウスの月令とはむしろ関
係がすくなく、マウスの生産 10t に関係が深いようであった。含菌材料34例を接種された次代マウス
中21例に鼠癒腫(レプローマ)の形成がみられ、鼠癒菌の増殖像が認められた。含菌材料の培養では
小川培地に 3 例の抗酸菌集落をえ、うち l 株はヒト型結核菌と同定された。また集菌法により、ほと
んどすべてのマウスは各部の皮膚、リンパ節あるいは内臓から抗酸菌が検出されたが、汚染の程度は
個体および部位によってことなり、しかも一定の傾向は認められない O ただし集菌法によったものは
培養並びにマウスへの次代接種を行えなかったので、その性状は不明である。
2. ハムスターでは、 21匹中 6 例の皮下織およびリンパ節に抗酸菌が見出され、とくに一般業者よ
り購入したものでは 6 匹中 5 例に検出された。次代マウスで菌の増殖を認めなかったが、培養で抗酸菌
1 株が分離された。
3. 北海道で捕獲した野鼠 5 種類(うち 1 種類はモグラに属する) 226 匹中、予備調査で剖検した
40匹に34例、本調査 186匹中42例に抗酸菌保育ネズミを見出した口培養にむいて 7 例から 8 株の抗酸
菌をえ、また含菌材料を接種されたマウス (S P F 由来)の総数 255匹中 14例にレプローマの発生を
みた。
4. モルモット、ウサギ、ネコは検査部位を足蹄部皮膚組織にのみ限定し、サルは身体各部の皮膚
のほか、手足の神経組織についても検索し、いずれからも例外なく抗酸菌が証明された。
〔総括〕
実験動物では、特別な設備のもとに生産されたものを除き、衛生的な環境で生産、飼育されたもの
にも、抗酸菌による汚染は避けがたいものであることを知った。とくにマウスにおいては鼠癒菌が潜
在している可能性はきわめて強く、広く実験に供されている諸種の健康動物にも、抗酸菌が無症状の
ま冶汚染していることが明らかになった。このような事実は、癒菌のみならず、すべての抗酸菌の動
物接種実験を行なう上に厳重な注意を要することを示している。
また、これまで鼠癒の自然発生は漂鼠で、しかもドプ鼠など Rattus 族に限られたものとされ、感
染源についても、その根源は擢病鼠との接触によるものとのみ考えられていたが、筆者の実験成績か
5 明らかなように、ラットのみならず実験マウス、さらには北海道のように種類の限られた、しかも
原生林の土中に生棲する野鼠など、その他ハムスターなどにも抗酸菌による汚染が認められ、その中
には鼠癒菌も含まれていた可能性がきわめて強く、鼠癒の自然感染の源を擢病鼠のみに求めることは
一考を要すると考えられる口この事実は、 1938年に西村が Rattus 属で明確にした鼠癒の概念に、新
らたな知見を加えたものであり、癒の感染源を追究する上にもひとつの重要な示唆を提示したもので
ある。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、健康な実験動物といえども抗酸菌が汚染し、とくにマウスおよび野鼠において鼠癒菌の
潜在する可能性が極めて強いという重要な事実をはじめて明らかにし、すべての抗酸菌とくに人癒菌
の動物実験に際しての厳重な注意を喚起すると同時に、一方、鼠癒の自然感染が Rattus 属に限られ、
しかも感染源は4寵病鼠との接触によるとされている従来の概念に新たな知見を加えたものであり、ま
た、癒の感染源を追究する上にも、ひとつの重要な示唆を提示した価値あるものと認める。
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